
 

   

 

SDM共創宣言 

医療はともに考え、創るものへ 

病気と向き合うとき、医学的な情報だけでなく、人それぞれに大切にしたいことがあります。家族との時間、

仕事や学び、自分らしい暮らし、将来への希望… 

だからこそ、一人ひとりが理解しやすく、信頼できる情報が共有されるとともに、患者や家族を含む生活者が

日々の暮らしの中での対話を通じて、自らの想いや価値観を安心して伝えられ、それらが尊重されながら医

療の意思決定に反映されることが大切です。また意思や選択は、継続的な対話を通じて確認・共有し、必

要に応じて見直すことができるものです。 

患者やその家族と医療従事者は、それぞれが重要な役割を持つ対等なパートナーとして、より良い道をとも

に考え、見つけていくことが欠かせません。 

私たちは、生活者、医療従事者、患者団体、福祉関係者、学術機関、行政、企業など、さまざまな立場

の人々や組織、地域社会と連携し、SDM（Shared Decision Making︓共同・共有意思決定）の実

践を広げます。 

さらに、一人ひとりがそれぞれの価値観に沿って納得できる選択を行い、後悔の少ない決定ができることを目

指します。その積み重ねが、一人ひとりのより良い健康や暮らしと、持続可能な医療や社会につながることを

目指します。 

その実現に向けて。 

私たちは、SDM が必要な場面において、対話を通じた意思決定が当たり前に実践される社会を目指し、

次の 3 つに取り組んでいくことを宣言します。 

1. SDM を知り、対話の大切さを広げる 

生活者、医療従事者をはじめ、より多くの人が SDM を理解し、互いの想いを伝え合える機会を広げます。 

2. SDM を支える仲間と社会を育む 

さまざまなステークホルダーとの連携と協働を通じて、安心して声を上げ、尊重し合いながら意思決定ができ

る環境づくりを進めます。 

3. SDM を実践し、未来につなぐ 

生活者、医療従事者の経験や学びを共有し、一人ひとりが納得できる選択を行える SDM の実践を広

げ、社会の仕組みや環境の発展につなげます。 
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